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=女性労働者サミット2009開催=

“廿性の顔をした経済FE機 "

″ 差働勤電舅物

"衛
笏

CAW(アジア女性労働者委員会)は、2009年
12月 11日 ～12日 、3年に 1度のネットワークグ

ループの全体会をバンコクで開催 しました。CAW
は硯在、14か国 46グループから成るアジア地域

最大の女性労働者ネットワークです。 日本からは

おんな労働組合 (関西)の屋嘉比ふみ子さんと

CAWネット・ジャパンの広木が参カロしました。

これに先立つ 12月 9日 ～10日 、CAWの呼び

かけにより「女性労働者サ ミット2009」 が組織さ

れました。テーマは「持続可能な解決の最前線に

いる女性労働者」。アジア地域に力Eえ、メキシコや

オランダから女性労働者が直面しているさまざま

な問題に取 り組んでいる NGOや労働組合が招か

れ、100人近い参加者によって 2日 間にわたる経

験交流と議論が行われました (3面に声明)。

サミットの後は、国際女性デー100周年 (2011

年)を祝 うイベン トの開始宣言があり、さっそく

第一歩を踏み出しました (2面参照)。 この二部構

成で、あわただしくもぎつしりと中身の詰まった

力あふれる 4日 間となりました。

2008年秋以来の世界的な経済危機によつて、ア

ジアの女性労働者は大きな打撃を受けていますが、

その実態 (結果)を明らかにし、世界の経験を学

び合い、今後の方向性について議論することが、

この女性労働者サミットの目的でした。

燃料と食糧の価格高騰によって、とくに低所得

の労働者と貧しい人々が深刻な影響を被つている

ときに、金融危機が追い打ちをかけました。危機

は、輸出と金融投資に依存してきたアジア経済に

大きなダメージを与えたのです。アジアの製造業、

とくに繊維や衣料の分野では先進国への輸出が低

迷 し、相次ぐ工場閉鎖で多くの労働者が解雇され

ましたが、その大半はいうまでもなく女性です。

さらに強い影響を受けたのは移住労働者です。
「人の輸出」として海外に働きに出た女性労働者

が仕事を失い、帰国を余儀なくされたことで、家

族もコミュニティも打撃を受けています。

仕事の安定性を失い、失業や貧困が増加 したば

かりか、労働現場では何年もかかつて勝ち取つて

きた労働者の権利が奪い取られ、労働組合の力が

弱められています。各国政府の政策を根本的に見

直すための運動が重要視されています。

報告と討論は 4部構成で行われ、その間に小グ

ループによるワークショップがありました。

第 1部 経済危機が女性労働者に及ぼした影響

1)タ イの トライアンフ衣料工場 (4、 5面 )

2)ス リランカの紅茶プランテーション

3)イ ンドネシアの海外移住労働者

第 2部 持続可能なオルタナティブを探る

1)経済政策におけるジェンダー視点

仏 sia‐Pac過c Network on F∞ d SOvereignty

以下、( )内は報告者の所属グループ名)



2)労働組合の新 しいイニシャティブ

鶴 ia Floor Wage)

3)グローバル化する移住労働者の権利

仏sia Pacttc Mission for Migrant0

第 3部 持続可能なオルタナティブ :戦略

1)食糧主権をめざす持続可能な農業

eesticide Action Network‐ Asia Paci■め

2)生産地図 :Fl厖 の効果的な組織化ツール

l■ansnatiOnal lnfOェ ...ation Exchange
‐Netherland)   

・

3)生産地図 :その実践、メキシヨの経験

(Coalicion pro Justicia en las Maquiladoraめ

第4部 Fi厖′自由貿易地域 (ま たは EPZノ輸出

加工区)における組織化～バングラデシ

ュ、フィリピン、メキシヨの経験

最後に全員参加で声明文を練り上げ、第 2回

サミットの開催を期待して終了しました。

釧 ″～店勤勿震

"″CAW全 体会 (相談会)は、女性労働者サミ

ットの議論を前提にして、ここでは、CAWを構

成するネットワークグループ、運営委員会、事務

局がどのように有機的につながって活動できるか、

CAWの共同作業として何ができるか、何が障害

になっているかなど、自由に意見交換をしました。

CAWに参カロすることで、グローバルに起きて

いる問題や他のアジアの女性労働者のことがよく

分かる、共通の問題を抱えてお り経験交流ができ

る、自国では孤立感を持つこともあるがここでは

連帯意識が感 じられるなど、ポジティブな面もた

くさん出されましたが、言語の違いや財政の不安

定さなど、克服が困難な大きな壁もあります。

前回の全体会から CAWの活動スタイルが変わ

りました。重点的な活動分野を 6つに分け (① フ

オーマル経済と仕事のインフォーマル化 ②イン

フォーマル経済 ③紛争と抑圧の中での女性労働

者の権利 ④インフォメーション・コミュニケー

ション 0メ ディア ⑤連帯行動の推進 ⑥リーダ

ーシップトレーニングと教育プログラム)、 それぞ

れ関連するところに参加できます。女性の仕事が

ますます細切れで零細なものになつており、組織

化が難しい中で、さまざまな試みが行われている

ことが強く印象に残りました。

遇コ陽
=亡

力自riデ
亀―「θθttE序事 』塗』″

女性労働者サミットに続き、国際女性デー100

周年を祝 うイベン トが開始されました。これは、

CAWと タイの NGOであるHomenet‐ Thaiand、

子どもの発達基金、女性基金の合同の取 り組みで

す。1911年 に世界各国で第 1回の国際女性デーが

開催されてからまもなく 100年。世界中の女性労

働者の闘いに敬意を表し、2011年には皆でお祝い

をしようと準備を始めたものです。

まず、世界の女性運動 100年の歴史をたどる映

像が紹介されました。その後はタイの労働者に人

気のバンドによる演奏と歌と踊 りで盛 り上がりま

したが、極めつけはス トリー ト・ ドラマ。家事労

働者の 1日 を少女を含む 4人の女性がパン トマイ

ムで演じました。屋外での集会やデモ行進のとき

にもよくやっているそうですが、道具はほとんど

使わないのにリアリティがあり、涙あり笑いあり

の楽しい時間でした。

揃いのエプロンをつけてデモ行進に出発

同時に、タイの労働省、人権委員会、ILOか ら

関係者を招き、女性労働者サ ミットでまとめられ

た声明文を渡しました。この日は国際移住者デー

でもあり、招待者たちはとくに移住労働者 と家事

労働者の保護に力を尽くすと意見を表明しました。

ハイライ トはデモ行進です。女性労働者サ ミッ

トと CAW会議の参加者に加え、タイの家事労働

者グループから大勢の参加があり総勢 300人超。

揃いのピンクのエプロンに折 りたたみの帽子をか

ぶ り、プラカー ドを持って、スローガンを叫んだ

り笛を鳴らしたりしながら約 1時間街を歩きまし

た。外は 30℃ を越す炎天下ですが、冷房の効きす

ぎる部屋から出て解放感一杯。タイの女性たちの

パワーにあおられて皆元気に行進 しました。



タイ・″ル プの工場 多個瞬層

着働書内に″′ス′嵯ま鶴□″

世界の下着メーカーとして知られる ■mmph
lnternational(以 下 TI社)は、スイスとドイツ

を拠点に世界中に下請け工場を持ち、120カ 国に

事業所をおいて販売競争を勝ち抜いている典型的

な多国籍企業です (日 本では トリンプというプラ

ン ド名を使用).途上国の工場を互いに競わせて

「高品質」と「低生産コス ト」を維持 してきまし

たが、アジア各国で労働争議が絶えません。

タイのサム ッ トプ ラカー ン省 にある Body

Fashion衣料工場 (BFT)も TI社の下請け工場

ですが、昨年 8月 29日 、約 1960人の労働者が解

雇されました。これは4000人の工場のほぼ半分。

会社は「世界経済危機で注文が減ったため」と説

明していますが、別のところに新工場を建て、臨

時労働者を雇つて仕事を続けています。

労働者は突然の解雇に怒 り、解雇撤回を求めて

工場の前で交渉を要求 してきましたが何の進展も

なく、解雇から 100日 後、労働省に場所を移 して

約 200人が交替で泊まり込みを続けています。

12月 12日 、CAWの会議に参加 した仲間たち

と一緒に、抗議行動の現場を訪ねました。労働省

の近くでミニバスを降り、難なくゲー トを通ると、

ま正面の建物の 1階フロアが「解放区」になつて

いました。土曜日の朝 9時半、まだ朝食途中の人

もいて、ずいぶんとのんび りした雰囲気なのに驚

きました。子どもたちもたくさんいて、母親のそ

ばで遊んだり宿題をしたり絵を描いたり….品物

の販売を手伝つている子どももいました。壁のな

い広いフロアは周囲を洗濯物や簡単な家具で囲わ

れ、内部は原材料や仕事の道具などでちょっとし

た仕切 りをつけ小グループに分けられています。

リリアン編みやパッチワーク、ビーズを使つた手

作業をしながらお しゃべ りや笑い声で賑やかです。

フロアいつぱいに並べられた「商品」はカラフル

ですが、隅に置かれた緑色のテント (蚊帳)が生

活をかけた聞いであることを物語つていました。

1階のフロアは高床式で、階段を数段上がった

ところにあります。その入 り口にはデモや集会で

使われるバナーやプラカー ド、張 りぼて、メガホ

ンなどが無造作に置かれていましたが、フロアに

上がるとまず日につくのがミシンでした。

私たちのプラン ドは “ЪvAm"
たった 5台のミシンですが、ここでブラジャー

やショーツを縫い、最近 ηtt Arm"と い うブラ

ン ドを立ち上げ「プロテス トパンツ」として販売

を開始しました。“トライアンフ"と 音が似ている

ところがミソです。この工場では 1980年代はじ

めから労働組合を結成して労働条件の改善等に取

り組んできており、そのために勤続の長い人も多

いのです。世界に通用するブランド品を作つてき

た労働者たちですから技術には自信を持っていま

す。解雇されたデザイナーとミシン技術の指導者

も加わって新しいデザインを作 りだしました。
「下着を作るのは細部に細かい神経を使 う。 レ

ースをまっすぐに縫い合わせるのはとてもたいヘ

ん。私たちの技術は半端 じゃない。みんなとても

几帳面だからできるのです。」「ミス・タイコンテ

ス トで使われる水着は私たちが作ったの。それが

最後の仕事だつた。私たちは自分の仕事に誇 りを

持って働いてきたのです。」

労働省内に泊まり込んで闘うタイの労働者

「“TttArm"は労働者の聞いのシンボルとして、

労働者の搾取によらない高品質のものとして、ま

ず中年の女性労働者をターゲットにしている。で

もはじめにはいてもらいたいのは労働大臣ね劇
バングラデシュの女性が質問しました。「どうや

つてこの場所を占拠 したの ?自 分の国ならすぐに

捕まつてしまう !」 と。皆の共通の疑間でした。

「ここを占拠することを決めてから、組合員が

三々五々ゲー トを通つて敷地に入 り、役所が何か

おかしいと気付いた時にはすでに相当数の労働者

が中に入つていてこの場所を占拠した。その後、

守衛の隙を突いてミシンや生活用品などをフェン



第 1回女性労働者サ ミッ ト 声明文

持続可能な解決の最前線にいる女性労働者

2009年 12月 9日 ～10日 、バンコクで第 1回

女性労働者サ ミットが開催され、20カ 国から工場

労働者、家内労働者、農業・漁業・プランテーシ

ョンの労働者、また家事労働者や移住労働者の運

動に関わつている 100人を超える女性たちが参加

しました。グローバルな金融危機が私たちの生活

に与えた重大な影響について、分析 し立ち向かう

ためです。度々繰 り返される危機に対して、私た

ちはそれぞれの努力をつなげ、姉妹関係を一層強

めて持続的な解決を達成するため、共通のビジョ

ンと戦略を打ち立てたいと思つています。

女性たちは歴史を通して差別され、搾取され、

抑圧されてきたため、女性労働者は二重の負担を

背負い、複合的で難しい問題に直面しています。

新自由主義世界の中で、これ らの不平等は家の中

でも仕事の場でも拡大しています。資本主義はこ

の何十年かの間、進歩と発展を実現するという約

束を果たさず、危機はさらに、生産力や地球の天

然資源とエネルギー、文化やコミュニティの破壊

を伴つてきました。このことは強制移住や極度の

貧困と飢えをもたらした気候変動や食糧危機によ

く表れています。今日のグローバルな金融危機は、

資本の貪欲さ、家父長制、帝国主義、新植民地主

義、原理主義および軍事化に起因しているのです。

世界のワーキングプアの 70%は女性で、彼女た

ちは低技能で不安定な仕事についています。女性

労働者、とりわけ輸出加工区の女性たちは、大量

の不安定なインフォーマル労働に置き換えられる

ことで仕事を失い、労働条件と生活状況の悪化に

直面しています。失業、食糧と燃料の価格高騰、

健康や社会サービスヘの政府支出の削減― これら

すべてのことが、女性の無償労働を増大させてき

ました。アジアの移住労働者が受け入れ国の富を

増やすために貢献していることは、評価されるこ

とも認められることもなく、さらにその家族やコ

ミュニティをも犠牲にしています。

食糧と農業において、グローバ リゼーションの

プロセスは、生産から市場への食糧チェーンを支

配する独占企業を拡大し、女性労働者や天然資源

および生物の多様性に対する搾取を強化するもの

でした。それは、土地や森林、水、そして主に女

性の特別な領域である種子などの重要な資源に対

する支配権を失わせるものでした。

アジア各国政府は企業に対する救済や免税を優

先する刺激策で対応 しましたが、これは女性やコ

ミュニティを除外 した解決策であり、グローバル

な資本主義の危機の根源に迫るものでなく、社会

経済およびジェンダーの不平等を深めるものです。

私たちは、社会正義とジェンダー平等を実現す

る持続可能な経済政策を強く支持し、利益追求型

の経済制度の徹底分析を求めます。これは外国市

場への依存をやめ健全な国内の工業および農業政

策を進めること、また労働力輸出政策に頼らず国

内で完全雇用をめざすことを含みます。

私たちは以下のことを要求 します。

*女性 と男性に長期の雇用を提供するため、都市

および農村経済に仕事を創出し、持続可能な生

活を保障すること

*ディーセント・ワーク、自己組織、民主的な意

思決定およびスキルアップを含む女性のエンパ

ワメント

*イ ンフォーマル労働者を労働者と認め、権利を

保護すること

*教育、健康、子どものケアなどの社会的インフ

ラヘの公共投資を増やすこと。基本的なサービ

スに対する民営化や商業化をやめること

*包括的な土地改革と持続可能な農業、および女

性が土地その他の生産資源の所有者・管理者 。

ディベロッパーであるような食糧主権の実施

*ア ジアにおける戦争や紛争を終わらせ、実質的

な女性の参カロによつて真の平和を打ち立てる

*あ らゆる種類のジェンダー差別を撤廃する

最後に、今こそ団結 して労働運動や労働組合、

市民運動、女性運動に草の根から積極的に参加す

る時です。私たちは皆、仕事や食糧、水、エネル

ギー、戦争、紛争、気候変動、環境、そして民主

的な権利のために運動に関わつています。

これらの闘いの最前線にいる女性労働者 として、

私たちは扉を開け、先例を作つています。今、新

しい 1ページを書き加え、公正で人間らしい思い

や りのある世界を目指して活動を続けます。



スの上下から投げ入れた。」その後何度も退去勧告

を受けたものの、実力行使はなかったそうです。

政府は相手が多国籍企業であり、タイの法律に

は違反 していないということで、労働者のために

何もしてくれないが、政治状況が不安定な中で大

きな火種にしたくないし国際的な問題になること

を恐れて静観 しているのだろうということでした。

労働者 との交流では皆明るく友好的で、 ドラム

や笛など鳴 り物入 りで歓迎してくれました。互い

に激励の言葉を掛け合い、私たちも大きなエネル

ギーをもらって現場を離れました。

フィリピンでも解雇 狙いは労働組合つぶし?

同じ時期、 トライアンフ・インターナショナル

に関連する労働争議は、フィリピンでも起こって

いました。昨年 6月 から 7月 の間にフィリピンの

2つの TI社下請け工場で、1660人の労働者が解

雇通告を受けました。

7月 末にはタイのTI労働組合の代表 2人がフィ

リピンを訪れ、スイス大使館とドイツ大使館への

要請行動を一緒に行いました。スイス大使館では

フィリピンとタイの 4人の労働者代表を受け入れ

意見を聞きましたが、「スイス政府は人権を尊重し

保護する姿勢を持っており、企業が自社の行動規

範を守つているかどうかモニターすることはでき

るが、工場を閉鎖するかどうかを決定する立場に

はない。フィリピンの労働組合は、補償金の増額

等について交渉ができるのではないか」と言 うに

留まりました。

ドイツ大使館は、大使館が入居している商業ビ

ルに 20人以上の武装した警備員と 1匹の番犬を

配置し、労働者の入室を断固拒否しました。要請

書を受け取ることも拒否 していましたが、最後に

2人の労働者代表をビルの中に入れ、大使館の窓

越 しに要請書を受け取つたということです。

翌日、労働組合員はタイの代表と一緒に労働雇

用省までデモ行進をし、要請書を提出しました。

政府は労働者が補償金を確保できるように援助す

るが、会社が言 うように分割払いを受け入れた方

がいいと説得 しました。結局、フィリピンの工場

は閉鎖され労働者は解雇されましたが、TI社は、

CALABARZON(カ ラバルソン)と 呼ばれる工業

地域に新工場を建設し、新 しい労働者を雇 うとい

うことです。つまり、経済危機を口実にした工場

閉鎖と労働者解雇は、まったく偽装としか言いよ

うがありません。

タイで 2008年 にも労組委員長解雇

タイの TI労働組合を代表してフィリピンを訪

れたジ トゥラは、2008年 7月 に TI社の下請けで

ある Body Fashion衣 料会社 (B「r)を突然解雇

されました。その理由は、映画館の中で国王を讃

える歌 (国歌)が流れたときに立つことを拒否し

たある人を擁護するキャンペーンのTシャツを着

ていたということでした。

ジ トゥラは、4月 にテレビのインタビューを受

けたときにその Tシャツを着ていましたが、話の

内容はタイの女性労働者には望まない妊娠が多い

とい うことと中絶の権利についてでした。

解雇通告があつたのは工場で働く女性たちの賃

金と福利厚生についての交渉が成功 した後で、ジ

トゥラは組合の委員長でしたが、彼女がテレビの

インタビューに答えたとき、自分が トリンプエ場

の労働組合の委員長であるとか仕事に関すること

については何も語つていません。 しかし、会社は

Tシャツの着用が会社のイメージを悪くしたとし

てジ トゥラを裁判所に訴え、彼女がそのことを何

も知らない間に、解雇を認める裁判所の決定がな

されたのです。

解雇通告の後、BFTの工場で働く 3700人の労

働者はジ トゥラの解雇撤回を求めてス トライキに

入 りましたが、会社は交渉に応 じるどころか、20

人の組合 リーダーを解雇 し、他の労働者に懲罰を

与えました。今回の大量解雇はこのような組合敵

視政策から起きていると考えられます。

中国では 3000人がス トライキ

中国南部のハイコウ市にある TI社の下請け衣

料工場では昨年 11月 、会社が 「生産性が前年比

50%を上回らなければボーナスをカットする」と

発表したため、約 3000人の労働者がス トライキ

に入 りました。労働者は、世界的な経済危機で生

産が減っているのに無理だと反発しました。農村

からの出稼ぎ労働者は仕事保障も医療保険も年金

もなく働いているのに、すでに賃金カットがなさ

れ、苦しい生活を強いられています。これまでの

不満が爆発 して、最低賃金引き上げや休暇の取得

など基本的な要求を掲げています。 (広木道子)
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女性化され、周辺化され、保護されない労働カ

さまざまな資源、教育およひ経済的機会、政治

力や リーダーシップの配置へのアクセスに関して、

ジェンダーによる差別があるということが世界中

で明らかになつています。それはあらゆる社会に

深く根付いています。グローバルな労働力の女性

化が続いている一方で (ILOの資料によれば、15

歳から64歳の女性の約 45%は仕事をしているか

仕事を求めている)、 女性労働者は男性の 30%か
ら60%少ない賃金を受け取つてお り、低い技能で

過小評価された不安定な仕事に集中しています。

職場ではセクシュアル・ハラスメン トが頻繁にあ

り、失業に苦しむことも多くその期間も長くなつ

ています。

輸出加工区では 5000万人という強大な労働力

のおよそ 80%を女性が占めていますが、その傾向

は世界中で増え続けています。グローバル経済の

競争をあおるプレッシャーが増大するのに対して、

各国政府が低コス トによる解決策を追求している

ためです。輸出加工区で使用者に提供されている

環境といえば、労働組合が禁止されるか事実上活

動できなくされ、また搾取的で危険な、時には残

虐な慣行を許すものであり、女性が最も頻繁に犠

牲となります。特に衣料産業ではこれが当てはま

ります。

同時に、パー トタイム、臨時的 。一時的な仕事

あるいは家内労働のような、不規則で不安定な仕

事をする労働者の大多数を女性が占めています。

非農業女性労働者のほぼ半数がインフォーマル経

済にいます。そのことは、女性労働者は国の法律

によって一般に与えられる最低の給付や保護を受

けられず、標準以下の労働条件に陥 りやすく広い

範囲にわたって基本的権利が大きく否定されると

い うことを意味します。

女性労働者は、インフォーマルな衣料産業の中

で圧倒的多数を占めていますが、ほとんどまった

く労働組合のメンバーになることはなく、したが

って無防備な状態におかれています。

女性はまた世界の移住者の 48%を 占めていま

す。移住の女性化 と女性移住者の極度の脆弱性は

世界全体の、また国内の労働組合にとって緊急で

新しいツヒ戦課題であることを示しています。女性

移住者は、グローバルな労働力のうちでも最も保

護されず最も搾取されるセクターに分離され、人

身売買によつてますます不法な雇用や売買春へと

追い込まれています。

結局、女性は家庭責任という最も大きな重荷を

背負い続けているのです。ほとんどの国はこれま

で、働 く女性をサポー トするための本当に家庭に

優 しい政策を策定してきませんでした。そして労

働組合も、そのような責任を負っている労働者の

ニーズに十分な注意を払つてきませんでした。

女性が労働組合に加わる必要性

過去 20年以上にわたつて、強力な企業本体の

法的権利は劇的に拡大してきました。Wro(世界

貿易機関)の規則や地域内または 2国間の貿易協

定のおかげで、企業は多くの新しく導入された権

利によるグローバルな保護を享受しています。そ

のような企業が投資者として、広い範囲に及ぶ一

連の政府の行動から法的に守られています。

しかし労働者の権利は逆の方向に動いていて、

これが “柔軟性のある"労働者、女性労働者、時

には移住労働者の増加と同時に起こっているのは

偶然ではありません。その結果、企業の権利はい

っそう強くなり、働いている貧 しい人々の権利と

保護は弱くされてきました。そのような開発の社

会的コス トを払つているのは女性なのです。

たとえば、ポーランドで平均的な衣料労働者と

いえば女性で、低賃金、長時間労働であり、仕事

上のセクシュアル・ハラスメントと闘わねばなら

ず、長期の契約もありません。バングラデシュの

女性たちと違っているのは、程度の違いだけです。

すなわち、選択の余地を持たない労働者が耐え得

る卑劣さや侮蔑的待遇や搾取という問題は共通し

ています。カンボジアのある工場では、「すぐやろ

う」「ちゃんとやろう」とのスローガンが壁に貼つ
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てあります。女性たちは トイレに行くときは走ら

なければなりません。そうしなければ自分もチー

ムもきついノルマを達成できず、ボーナスがもら

えないのです。彼女たちが眠る寄宿舎は人間のた

めにふさわしいとは思えないものです。ポーラン

ドであれ、バングラデシュであれ、カンボジアで

あれ、このような女性たちは労働組合が組織され

ている職場や団体協約のあるところに雇用されそ

うもありません。

なぜ労働組合は、より大きな保護を提供するた

めに、もっと強く目に見える形で対応 しないので

しょうか。労働者運動の歴史には、衣料労働者の

闘いや成果についての感動的な話がたくさんあり

ますが、現在の状況はまったく違つています。労

働組合そのものが数十年前に比べずいぶん弱くな

つてお り、ほとんどの国では残念なことに自人の

中年男性に支配されたままになっています。労働

組合のリーダーの大多数は、女性が組合を必要と

するのと同じくらいに組合にも女性が必要だとい

うことをいまだに理解 していません。ジェンダー

に関わる対策を促進 し、フォーマルとインフォー

マル両方のセクターの女性労働者の組織化運動を

始めることが優先されるべきであること、つまり

男性による排他的な労働組合は生き残れないのだ

から、そうすることは労働組合が存続できるかど

うかの問題になるだろうということを多くの労働

組合はまだ認識 していないのです。

国際自由労連 (ICF躙の の記録データによれば、

1949年には世界の女性労働者の 7%だけが労働

組合に組織されていました。世界中の加盟組合か

ら集められた国際自由労連の新しい資料によると、

現在は、女性が労働組合員の過半数を形成 してい

るところが増えています。そのような増加は、公

的部門で働 く女性の数が非常に多くなつたことと、

民主的な国ではいまでも公的部門における労働組

合に比較的寛容だという事実によるものがほとん

どです。つまり公的部門の労働者の大部分が組織

されています。 しかし、このような数字はほとん

どフォーマル経済に関連するものであり、自由貿

易地域の労働者、家内労働者、路上物売り、農業

やインフォーマル経済の他の部門で働いている

人々は置き去りにされていて、そこでは組織率は

非常に低いか組合など存在 しないということは明

らかです。

しかし、インフォーマルセクターはグローバル

な生産と市場の連鎖の不可欠な部分となっていま

す。経済的な視点から見ると、フォーマルセクタ

ーとインフォーマルセクターが統合されて全体を

形作っています。

フォーマルセクターの崩壊はあらゆるところで

～発展途上国や移行国と同様に先進工業国でも～

労働組合組織の衰退に繋がっています。つまリフ

オーマルセクターの労働組合運動に残っている力

を安定したものにできるかどうかは、インフォー

マルセクターの組織化にかかつています。インフ

ォーマルセクターの組織化によつてのみ、労働組

合は確かな社会的政治的な力となるために必要な

組合員の人数と代表性という点で、ぎりぎりの集

団を維持することができます。

Di

‖ike と Decathlon

のプラン ド製品を

作つている いP社

で解雇された組合

活動家を支援する

タイの女性労働者

たち (2∞5年国際

女性デー )

希望的にみれば、世界中の労働組合はインフォ

ーマル経済の労働者を組織できるように自己変革

をしようとしています。例えば、オース トラリア

の繊維・衣服・履物組合 (TCFUA)は この部門

の家内労働者の組織化に成功しています。カナダ

の UN「Eも衣料産業の家内労働者を組織 してい

ます。 しかし、たとえば旧共産主義諸国では、フ

ルタイムで正規に雇用されていない労働者を組織

することを禁じる規約を持っている労働組合がま

だたくさんあります。もしこのような組合がイン

フォーマル経済の女性に接近する方法について特

別な戦略をとらなければ、正当性と組合員を失う

ことになるでしょう。

労働組合の中で続いてきた女性の周辺化は (平

均すると女性は組合員の過半数を占めているにも

かかわらず )、 組合の存続への明らかな脅威 となっ
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ています。 日下のところ、労働組合の指導層 (相

変わらず男性支配)と 一般組合員との間には隔た

りがあります。労働組合は女性を大切な過半数の

組合員として認識 し、それに応 じて組合を変革す

る必要があります。女性労働者、特にインフォー

マル経済の女性労働者のニーズを認識 し、家庭に

優 しい労働組合と雇用政策を発展させ、ロビー活

動をする必要があります。もつとも大切なことは、

正当性が求めているのは女性の平等な代表性を確

保 し労働組合の政策を論 じる
.意

思決定機関に影響

を与えられるかどうかということです。もしトッ

プに聞こえる声が労働者を代表するものでなけれ

ば、労働組合は組合員の支持を確保できなくなり

維持できなくなるでしょう。

労働組合、特に 2つの国際的な労働組合連合―

国際自由労連 (ICF躙の と国際労連 (WCL)が
合併して、「産業別」のグローバルな労働組合と合

わせると世界の 20億人もの労働者が加入 してお

り、女性労働者に関連する新しい政策を推進する

ことがますます必要となっています。その政策は

次のことに繋がるものでなければなりません。
・ 女性のためにもつと多くのより良い仕事を
。 労働組合の意思決定機関と団体交渉を含めた

組合活動すべてにジェンダーの公平性を
。 団体交渉の内容に家庭 と関係のある問題を含

めること
。 同一価値の労働に対する同一賃金の実現
。 男女の労働組合員と使用者のジェンダー意識

を喚起すること

・ 職場での女性に対する暴力をなくすこと

・ 女性労働者の生涯教育、特に職業訓練の保証

労働組合の中に女性を完全に組み込んでいくこ

とを保証し、活動や意思決定のあらゆる段階でジ

ェンダーの公平性を促進することは、2006年 に

ICFTUと WCLが 合併した後のグローバル労働

組合連合の規約上の目標の 1つ となっています。

ICFTUと WCLは、その活動に投じられる特別な

予算を見込んで東西の女性を結合する特別な全ヨ

ーロッパ組織を作ろうとしています。 2つのグロ

ーバルな労働組合連合の女性のネッ トワークが

2005年 10月 、はじめてその組織を 1つにしたこ

とは特筆すべきことです。(つづく。CAWネ ット・

ジャパン翻訳グループ訳)
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台湾で、労働者の権利促進を目指 している「青

年労働者ユニオン 95(注 )」 によれば、台湾では

ますます多くの使用者が、労働関係を弱める様々

な策略によって底辺の労働者を粗末に扱つている。

その 1つの搾取的な条件が“不払いの見習い期間"

というものだ。つまり新規雇用者は 1～3か月の

見習い期間は不払い労働の対象となる。経済状況

の悪化のために、多くの労働者がこれを受け入れ

させられている。

台湾の労働基準法には、“見習い期間"と か “訓

練期間"に関する明確な規定はない。そのため使

用者は自分の責任を逃れ、労働者の基本的権利を

奪 う法律上の抜け穴を利用 している。たとえば、

ある使用者は新規雇用者に基本的な賃金を払わず、

労働保険も掛けずに見習い期間だけ雇っている。

しかし最近の判例によれば、見習い期間の労働者

でも労働者の権利は保護 され、労働災害補償も受

けられるというものであった。

その他に、青年労働者ユニオン 95は、台湾の

派遣労働者の深刻な問題を明らかにした。労働関

係評議委員会が発表したデータによれば、派遣事

業者の 86%が労働法に違反 しているという。たと

えば、派遣事業者の 30%が 労働者と有期契約につ

いての取 り決めをしているが、労働保険に保険料

をきちんと払つていない。政府は、20万人以上の

派遣労働者がいると推定している。

青年労働者ユニオン 95は実際の労働法違反は

もつと多いだろうと推測 している。たとえばある

会社は、雇用関係を逃れ法的責任を回避するため

に、意図的に子会社の派遣会社を通 して労働者を

雇つている。広く行き渡つている “柔軟化"と 規

制のない労働関係は、台湾で労働者の搾取が強ま

つている理由の 1つ となっている。

(注)青年労働者ユニオンは、若い社会活動家、

大学の学生と研究者たちによる NGO。 主に若い学

生と中高年の女性を組織している。主要な目的は、

①若年、未熟練、底辺労働者の労働条件改善 ②パ

ー トタイム労働者の法的・実際的な労働保護の強化

③若い労働者が社会問題に積極的に関わることを通

して自分たちの権利のために団結し闘うよう支援

④労働の権利に対する市民社会の意識を高める

(AMRC「ASIAN LABOUR IIPDATE」 より)


